
落葉広葉樹の萌芽更新に関する研究(1)
伐採後5年間の萌芽枝の生長にっいて

Studies on sprout Regeneration of Dedduous Broad.1eaved Trees (1)

The Growth of sprout shoots during Five Years after cutting

落葉広葉樹二次林の林分構造を見た場合に

そのチ重粗成や立木の分布状態から萌芽により

更新したと考之られるものと実生により更新

したと考えられるものがある.ヤマボウシ

リョウプ・アオハダのように数本のd寸呈木か

株状に分布している場合は明らかに前者によ

るものであると判断できる.しかし,コナラ

・クリ・ヤマザクラなどは萌芽しゃすいチ耕重

であると言われており萌芽更新によるものと

考えられるが,二次林の分布状態からだけて

は明らかなネ舗兪を下すことは出来ない

しかし,すでに報告したように落葉広葉樹

林の伐チ将亦地では斜面上部でコナラ・ヤマザ

クラなどの萌芽更新による地上部現存量の増
"

加がヲ姓による更新よりも多くなっている。

したか'つて,落葉広葉1鮴木をシイタケの原木

林として施業しょうとする場合に伐採直後か

ら切株からの萌芽枝の発生・消長などの動態

を明らかにする必要がある.

萌芽更新に関する研究は古くからみられ,
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明永,浅川,小幡らの報告はその代表的なも
公 3)

のである.明永,浅川らはクヌギ,コナラの

落葉広葉樹の萌芽の生長が伐採の時期によっ

て大きく景三響されることを示し,明永は12月

が,浅川は3月が伐採の適期であるとしてぃる.
.

また,小幡は常緑広葉樹の萌芽は伐採後5年

目までは漸減し,伐採高の景三響があらわれる

のは5 ・ 6年目までであるとしている,これ

らの研究は伐採後数年間を対象としたものて

あり,二次林として成林するまでの過程を追

跡していない.

そこで,本る汗究は伐採直後からシイタケ原

村木としての二次林の成林までの間の萌芽枝

の発生・消長のメカニズムから残存する萌芽

枝の生長および林内での分布といった萌芽枝

の動態を解明する目的で始められた.

本報告では伐採後5年目までの調査結果に

ついて報告する.なお,本る升究をすすめるに

あたり,試験地の設定およひ調査を行う上て

三并瓦演習林の三谷雅亀・川上誠一技官をはじ

め,職員各イ立に多大なる往阻力力をいただいた.

ここに深く感謝の意を表する.
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Π.調査地および調査方法

島根大学農学部附属三瓶演習林内の躰祁任

の落葉広葉樹木を]979年3月に伐採して設け

た皆伐試験地の自然放置区を調査対象地とし

た.調査地内に存在する 100個の切株につい

て1979年から1983年まで毎年萌芽枝の調査を

行った.1979年は萌芽枝本数および最大萌芽

枝高を,1980年から]983年は切株から発生し

た萌芽枝すべてについて萌芽枝直径①0),萌

芽枝高(H)を測定した.

100株の切株の分布は斜面下部から尾根部

へ向って調査地を20mごとに4つに区分した

場合,下部からそれぞれ29,]2,]フ,42洙と

斜面上部で多くなっている.また,切株の樹

種をみるとコナラ・クリが最も多く,エゴノ

キ・ハクウンボクがこれに次いで多く,ヤマ

ザクラ・ムラサキシキブかこれらに次いで多

くなっている.

また,1981年には斜面下部から60m付近に

林道が試験地を横断する形で開設されたため

に,その下の約10株力陌皮壊あるいは測定不能

となった.

Ⅲ.結果および考察

1.萌芽枝の発生の有無について

萌芽枝の発生は伐採後2・3年内の切株か

活陛を持った間におこるものと考えられる.な

かでも,伐採直後に萌芽枝が発生するか否か

はその後の萌芽枝の動態に大きく景三響する初

期条件である.そこで,伐採後1年目の萌芽

発生の有無を,切株の直径の度数分布・平均

発生萌芽枝本数とともに図一1に示した.伐

採後]年目に萌芽しなかった切株は7株であ

り,そのうちの4株の切株直径は25Cm以上と

かなり大きかった.また,その1す腫はイヌシ
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デ(4株),アカシデ(1株),カラスザンショ

ウ(2株)のシデ属部昜性樹のカラスザンシ

ヨウであるという点力吽寺徴である.伐採後2

年目にはクリ(切株直径56.3,46.5,]フ.50m)

0

伐採後5年目
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の3株とアカメガシワ(17.20m),ハクウンボ

クa3.40m),コナラ(20.70m)の各1株の計

6株力斗古死している.これらの切株直径から

者えると萌芽が発生しゃすいキ劃種でも切株直

径が大きくなると萌芽が発生しにく<,発生

しても枯死しゃすいと考えられる.また,萌

芽が発生した場合にはその平均本数は10~20

本/株と↓嫩的等しく,とくに切株直径に影

響されているとは考えられない.

2.萌芽枝の本数の変化

伐採直後から発生した萌芽枝は生長するに

つれて株内および株間で競争がおこり,本数

が徐々に減少し最終的には多くとも数本にな

ると考えられる.この萌芽枝本数の変化と樹

種との関係について詳しく検討する必要かあ

る.そこで,図一2に株当りの萌芽枝本数の

度数分布を伐採後1年目・ 2年目・ 5年目に

ついて示した.伐採後1年目は株当り6~10

本の切株が最も多く,萌芽枝本数の最も多い

株では80本以上であった.伐採後2年目にな

ると萌芽枝本数21本以上の株数が減少し,萌

表一1 樹種別萌芽枝平均本数

落葉広葉樹の萌芽更新に関する研究(1)伐採後5年間の萌芽枝の生長について

芽枝本数1~20本の株が全体の70%を占めて

いる.伐採後5年目になると萌芽枝本数は全

ての株が25本以下とさらに少なくなり,1~

15本の株が全体の67%を占めている.また,

萌芽しない株あるいは萌芽枝が全て枯死した

株の数は増加し,伐採後5年目には全イ本の23

%を占めるようになった.このように,切株か

ら発生する萌芽枝本数は伐採直後には平均値

で18.3本,2年目には14.4本,5年目には8.6

本と萌芽枝の生長につれて減少している.また,

切株の活性の低い株では伐採直後に萌芽枝か

発生しても数年後には枯死してしまう場合か

かなり多く見られた.これには1泰重の違いに

よる萌芽更新の難易の違いが萌芽枝本数の変

化に及ほす要因となっていると考えられる.

そこで,]983年の調査時点まで萌芽枝が枯

死せずに残っていた6晰について枯悔ごとに

平均萌芽枝本数を示したものが表一1である.

全イ本の平均値で見た場合イ戈採後1年目に玲.3

本であった萌芽枝オ轍は14.4,12.5,9.8,

8.6本と徐々に減少し,伐採後5年目には最

初の半分以下となった.1す掘ごとに見た場合
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株数の少ないf封種については明らかなことは

言之ないが,コ十ラ・ハクウンボク・ムラサ

キシキブ・ヤマザクラ・ヤマボウシ・エゴノ

キについては伐採後の年数の経過にともなっ

て萌芽枝本数が減少していることは明らかて

ある.この関係を片対数グラフで示したもの

が図一3である.全枯朴重を含めた平均値でみ

ると萌芽枝本数は年数の経過につれて直線的

に減少し,5年目の萌芽枝本数は1年目の47

%となった.桂腫別に見た場合もコナラ・エ

ゴノ美・ヤマザクラ・ムラサキシキブ・ハク

ウンボクの各1す瓶は年数の経過につれて直線

的に減少した.伐採後5年目の萌芽枝本数の

残存率を求めると,コナラ(0.31),コゴノキ

(0.38),ハクウンボク(0.50)は0.5以下と本

数の減少か急速に進み,ヤマボウシ(0.66),

ヤマザクラ(0.フフ),ムラサキシキブ(0.フフ)

は 0.7前後と前三種に比べて本数の減少が徐

々に進行している.これらの関係はいずれも

10g Y=10g a十bXの式で回帰することが可

能であり,表一2に示したようにその相関係

数はかなり高くなっている.

上述の式から伐採後]0年目の平均残存萌芽

枝本数を求めるとコナラは1本・ハクウンポ

ク・エゴノキは約3本,ムラサ美シキブ・ヤ

マザクラ・ヤマボウシはそれぞれ4,8,Ⅱ

本となった.また,伐採後20年目の残存本数

を求めるとムラサキシキブ2本,ヤマザクラ

4.7本,ヤマボウシ5.3本となり,他の枝杯重お

よび全体の平均では1本以下となる.この点

から考えると,現存する二次林でヤマボウシ

・りヨウブ・アオハダのように株状に分布し

ている棚重が萌芽更辛斤によるものであること

はもとよりコナラのように単木状に分布して

いるキき推であっても萌芽により更新した可能

性か極めて高いことを示していると言えよう.
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表一2 萌芽枝本数と伐採後の年数の

関係式の回帰係数

樹

コナラ
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ノキ'エ_コ

体

種 a
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b

全
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この点については今後コナラなどの枯腫の

実生による更新状態を調べ,その消長を明ら

かにすることによって明らかとなるであろう.

3.萌芽枝のDO・ Hの変化

萌芽枝の発生本数とその変化については前

節で述べたが,萌芽枝の初期の生長過程をみ

るために基部直径①0),萌芽枝高(H)につい
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て表一 3に198笄8月まで萌芽枝力晞古死せず

に残っていた株についてD0 およびHの全体

の平均および桂杯弼リ平均を示した.

全株の平均値でみると図一4に示したよう

に直径・萌芽枝高ともに時間の経過とともに

増大し,5年目には直径が21mm,高さが 230

師となった.この変化は萌芽枝本数の減少傾

向と反比例している.また,1耕弼11平均値て

みると図一 5に示したようにいずれの樹種も

全体の平均値と同様の傾向を示した.f餅重間

で生長の速さを比較するとエゴノキの生長か

最も速く,直径・高さともにその傾きが最六と

なっている.これに次いで大きい枯井重はヤマ

ザクラ・ムラサキシキブ・ハクウンポク・コ

十ラの順となり,株数か'5株以上ある樹種の

中ではヤマボウシが最も小さかった.しかし

萌芽枝高の伐採後1年目と5年目の↓ヒ率をみ

るとハクウンボク2.0,エゴノキ1.9,コナラ

ヤマボウシ・ヤマザクラ1.8,ムラサキシキ

ブ1.7 と樹種による生長率の違いはさほど大

きくなかった.この傾向は株内での萌芽枝の

変異・株間での萌芽枝の生長の違いを含んで

いるために詳細な検討は出来ない.

落葉広葉樹の萌芽更新に関する研究(1)伐採後5年間の萌芽枝の生長について
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そこで,コナラ・エゴノキ・ヤマザクラに

ついて株ごとの萌芽枝直径および萌芽枝高の

変化を図一6,図一フ,図一8に示した.

コナラについてみるとN080の株のように伐

採後3年目から4年目にかけてほとんど生長

しなかった場合も見られるが,全体的にはど

の株においても年数の経過にともない直径・

高さともに増大し,伐採後5年目には2年目

の直径で1.5~3.0倍,高さで1.4~2.3倍と株

によってかなりの違いがみられた.

エゴノキについてもコナラと同様におおむ

ね年数の経過とともに直径・高さともに増大

する傾向を示したが, N039のように直径が減

少する場合もみられた.伐採後2年目と5年

目との上ヒ率を比べるとエゴノキの場合は直径

が2.2~3..3,高さが].6~2.0とコナラに比べ

ると直径の生長率が大きくなっている.

ヤマザクラもN061, N071の直径変化のよう

に減少したり,生長が鈍化したりする場合も

あるが,全体的には年数の経過につれて直径

高さともに大きくなった.また,伐採後2年

目と 5年目の↓ヒ率も直径が1.4~3.5,高さか

1.5~2.8とかなり株によって異なった.

その他のキ劃種についても伐採後2年目と5

年目の直径および萌芽枝高の↓畔ミをみると表

-4のように平均値でも直径が1.4~3.2,高

さが1.3~3.3とチす腫によってかなり異ってい

る.

このように萌芽枝直径,萌芽枝高の生長は

前述した萌芽枝本数と逆の傾向を示しており,

株内での密度が生長に景熔している.そこで,

萌芽枝本数と平均萌芽枝直径との関係を図一

9に示した.コナラ・ヤマザクラ・エゴノキ

ともに萌芽枝本数と萌芽枝直径は反比例の関

係がみとめられ,株内の萌芽枝本数が少ない

ほど直径が大きく,伐採後の年数力流釜過する
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全

につれて図中の右下から左上へと移動する傾

向がみられた.

また図一10に示したように萌芽枝本数と萌

芽枝高との関係も直径と同様に萌芽枝本数か

減少するにつれて萌芽枝高が大きくなる傾向
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落葉広葉樹の萠芽更新に関する研究(1)伐採後5年間の萌芽枝の生長につぃて
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を示した.このように伐採後の年数が経過す

るにつれて株内では競争が起こり萌芽枝本数

か減少し,これにともなって直径・高さは逆

に大きくなることが明らかであった.

株内でこうした競争がおこり枯死するもの

生存するものに萌芽枝が分れる場合にその動

態を明らかにする必要がある.それには各個

体の消長を追跡することが最善であるが,本

調査では株内の萌芽枝の個体識ヲ11を行ってい

ないそこで,株内の萌芽枝の直径・高さの

度数分布から林内での萌芽枝の動態を推察し

ようとして,萌芽枝本数の多い株を選んで図
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一Ⅱ,図一]2に示した.萌芽枝の生長の良好

なエゴノキ・高電の生長をするコナラはいず

れも伐採後2年目には直径の分布の巾が小さ

いが,年数がたつにつれて分布の巾が広くな

リェゴノキでは10~50mmとなった.しかし,

直径の小さい個体の頻度は小さくな1),これ

らはいずれ枯死すると考之られる.一方,萌

芽枝高の分布も直径と類似した傾向を示すか

エゴノキにみられるように分布の巾が広かる

のではなく,全体に萌芽枝高の大きい方へ分

布域が移動している,これに比べて,コナラ

の場合は伐採後4・5年目になっても直径・高

さともに小さい個体が存在し,新たな萌芽枝
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以上のように,萌芽枝は年数の経過ととも

に株内での密度に景三響されなか'ら生長するか

枝井重の違いによって初期の生長が良好なもの

と比較的生長の遅いもの,本数の減少の速い

ものと徐々に減少にするものなどに分けるこ

とが出来そうである.

4.萌芽枝の地上部重量

萌芽更新による地上吾硯存量が伐1瓢亦地て

の初期の現存量にとって斜面上部でかなり大
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きなウエイトを占めることはすでに報告した

が,それらは1き櫛・桂推の違いを含んだ上て

の推定によるものであった.ここでは伐採後

2年目と5年目に行った刈取調査の結果から

より詳細な検討を行うためにまず,表5に刈

取調査を行った切株の萌芽枝本数・平均萌芽

枝直径・平均萌芽枝高・同化部およぴ非同化

部重量を示した,萌芽枝の平均地上部重量は

2年目で7~2648,5年目で112~Ⅱ65g と

切株・t封種によって大きく異なり,同一樹種

を↓嫩した場合5年目には2年目の約1Ⅸ音と

なっている.切株のΣDOHと同化部・非同化

部重の間には相対生長関係か稲描令・1封種の違

いを含んだ上でもなり立つが, 1難◆の違い

を考慮した上で両者の関係を検討する方が適

当であることをすでに指摘しておいた.図一

13に示したように非同化部重量の場合は伐採

後2年目と5年目との間に大きな違いは認、め

表一5 単位株当1)の萌芽枝の地上部現存量

落葉広葉樹の萌芽吏新に関する研究(1)伐採後5年間の萌芽枝の生長について

ることは出来なかった.しかし,同化部重量

については伐採後2年目と5年目とでは明ら

かに相対生長関係に分雜がみられ,それぞれ

に直線回帰が可能であった.このΣD6H~WL

関係は年数の経過にともなってΣDOHか増

大するが, VVL の方は著しい増加を示さない

ために右へ直線が平イ丁ネ多動した形となり,樹

齢による分馳がみられるものである.

しかし,この関係討封種の異なるものを含

んでいるためにバラツキが大きく,より精度

の高い推定を行3ためには萌芽枝をイ剛本単位

で扱う必要かある.そこで伐採後5年目の

結果から個々の萌芽枝のD6Hと幹重・枝重・

葉重との関係を図・14に示した.幹重・枝重・葉

重ともにDOHとの間にいずれの樹種も密接

な関係がみられ,ほぽ両対数で直線近似する

ことが可能であった.その回帰式の係数・相

関係数は表一6に示してある.これらの関係

表一6 萌芽枝現存量推定式の係数
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は葉量の場合に1,腫による違いがみられ,コ

ナラがヤマザクラ・エゴノキに比べて葉重か

多い傾向を示した.これに比べて,幹重・枝

重の場合はややバラツキがあるか芯腫による

違いは明らかではなかった.いずれにしても

萌芽枝の地上部現存量を相対生長関係から推

定することは可能であり,萌芽枝をイ剛本単位

について1す雁ごとに推定することが精度を高

めるために必要である.しかし,萌芽枝の重

量を個体単位で測定することは本数が多いた

めにかなりの労力を必要とする,したか'つて

より簡便で精度の高い方法について今後検討

する必要があろう.

Ⅳ.おわりに

以上のように伐採直後に発生する萌芽枝の

本数は1耕重によって異なると同時に年数の経

過とともに徐々に減少し,・コナラのように単

木】犬に残る場合とヤマポウシのように株状に

残存する場合とがある.また,萌芽枝の直径

・高さは本数の減少とは逆に増大するが,そ

の生長の速さの違いによって株内での直径・

片桐成夫

高さの度数分布に違いが生じてくる.したか

つて,萌芽更新の初期の動態を明らかにする

には今後・株内での萌芽枝の個体識別を行う

ことによって,最初に大きい個体が株内での

競争に勝ち残るものか否かなど詳しく検討す

るとともに,萌芽吏新により残存する個体の

分布と現存する二次林の分布とを比較し,よ

り有用な広葉1餅木を成立させるための手段を

考えることが必要であろう.
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